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1.1.1 
目      的 
 
 
 
 
 
 
 
1.2.1 
用 語 の 定 義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１編 総   則 
 
第１章   目   的 
 
工事共通仕様書（以下「共通仕様書」という。）は株式会社ネクスコ東日本エリ

アトラクト（以下「エリアトラクト」という。）が発注する建築工事その他これ
らに類する工事（以下「工事」という。）に係る工事請負契約書（以下「契約書」
という。）及び設計図書の内容について、統一的な解釈及び運用を図るとともに、
工事実施上必要な事項を定め、もって契約の適正な履行の確保を図ることを目
的とする。 
 
第２章   用語の定義 
 
この共通仕様書に使用する用語の定義は、次に定めるところによるものとす

る。 
（１）「契約書類」とは、契約書（電子契約書含む）及び設計図書をいう。 
（２）「仕様書」とは、共通仕様書及び特記仕様書（これらにおいて明記されて   

いる適用すべき諸基準を含む。）、机上説明、質問回答書及びこれらを補足
する書類をいう。 

（３）「特記仕様書」とは、共通仕様書を補足し、工事の施工に関する明細又は    
特別な事項を定める書類をいう。また、エリアトラクトがその都度提示し
た変更特記仕様書若しくは追加特記仕様書を含むものとする。 

（４）「図面」とは、入札に際してエリアトラクトが交付した設計図及びエリア
トラクトから変更又は追加された設計図をいう。 

（５）「施工図」とは、設計図を判読し、設計意図を十分理解し、現地状況にあ
った工事が施工されるように作成した詳細図をいう。 

（６）「監督員」とは、契約書第６条の規定に基づき、発注者が定め受注者に通
知した者をいう。 

（７）「主任補助監督員」とは、監督員が自己を補助させるために定め受注者に
通知した者をいう。 

（８）「補助監督員」とは、監督員が自己または主任補助監督員を補助させるた
めに定め受注者に通知した者をいう。 

（９）「監督員等」とは、監督員・主任補助監督員・補助監督員をいう。 
（10）「主任補助監督員等」とは、主任補助監督員・補助監督員をいう。 
（11）「しゅん功検査」とは、契約書第 25 条の規定に基づき、工事の完成を確

認するために行う検査をいう。 
（12）「しゅん功検査員」とは、それぞれ契約書第 25 条の規定に基づき、「しゅ

ん功検査」を行うためエリアトラクトが定めたものをいう。 
（13）「ＪＩＳ」とは、日本工業規格をいう。 



 
 
 
 
 
1.3.1 
基 本 事 項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.4.1 
安 全 対 策         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.4.2 
工 事 の 安 全         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（14）「ＪＡＳ」とは、日本農林規格をいう。 
（15）「参考」とは、契約書類に含まれない図書で、エリアトラクト及び請負人

を拘束するものではない。 
 
第３章   基本事項 
 
 特記仕様書と設計図の内容に相違がある場合は、優先順位を次の通りとし工
事施工内容に準じて適用する。 
（１）質問回答書 
（２）特記仕様書 
（３）設計図 
（４）工事共通仕様書 
（５）各共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）最新版 
（６）建築、電気、機械設備工事関係法令及び公共規格 
 
第４章   工事現場の管理 
 
（１）請負人は、工事関係者だけでなく、付近住民、一般通行人、一般通行車両

等の第三者の安全の確保に関する万全の措置を講じなければならない。 
（２）請負人は、所轄警察署、道路管理者、労働基準監督署等の関係者及び関係

機関と緊密な連絡を取り、工事中の安全を確保しなければならない。 
（３）請負人は、道路、電力施設、通信施設、ガス施設、水道施設等及び建築物

の近傍に損害を与えないように十分に注意しなければならない。 
（４）請負人は、工事現場を明確に区分し、第三者の工事現場への立ち入りを 

防止する措置を講じなければならない。 
（５）請負人は、工事の施工に当たり、事故等が発生しないように使用人に安全

教育の徹底を図り、指導、監督に努めなければならない。 
（６）前記（１）、（２）、（３）、（４）、（５）に要する費用は請負人の負担とする。 
 
（１）請負人は、監督員及び主任補助監督員の指導により、関連する他の請負人

と協力して、安全教育を行うとともに、各請負人間の調整を行う安全協議
会を組織するものとする。 

（２）監督員が、労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 30 条第１項に規
定する措置を講じる者として、同条第２項の規定に基づき、請負人を指名
した場合には、請負人はこれに従うものとする。 

（３）請負人は、工事中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生
法等関係法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特に重機械の運
転、電気設備等については、関係法令に基づいて適切な措置を講じておか
なければならない。 

（４）請負人は、高所作業、深部の掘削その他特殊な作業については、熟練した



 
1.4.3 
主 任 技 術 者 に 関         
す る 事 項         
 
 
 
 
 
 
 
 
1.4.4 
災 害 の 防 止         
 
 
 
 
 
 
 
 
1.4.5 
事 故 等 の 報 告 
 
 
 
 
 
1.5.1 
下 請 負 の 要 件          
 
 
 
1.5.2 
施 工 体 制 台 帳 等         
 
 
 
 

労働者を使用するものとする。 
 
（１）建設業法（昭和 24 年法律第百号）第 26 条第 2 項に規定する工事の場合 

工事請負契約書第 7 条の主任技術者は、建設業法第 26 条第 1 項第 2 号に
規定する技術者とし、本工事においては、更に一級建築士資格取得者又は
一級建築施工管理技士資格取得者とする。尚現場代理人が主任技術者を兼
ねる場合も同様である。 

（２）前記（１）以外の工事の場合 
  工事請負契約書第 7 条の主任技術者は、建設業法第 26 条第 1 項第 2 号に

規定する技術者とし、本工事においては更に二級建築士資格取得者又は二
級建築施工管理技士資格取得者とする。尚現場代理人が主任技術者を兼ね
る場合も同様である。 

 
（１）請負人は、工事の施工中における豪雨、豪雪、出水、強風等に対し、常に

災害を最小限に食い止めるための機材等を準備するとともに、防災対策を
確立しておかなければならない。 

（２）請負人は、施工計画の立案に当たっては、既往の気象記録及び降水記録な
らびに地形等現地の状況を勘案し、防災対策を考慮の上施工方法及び施工
時期を決定しなければならない。特に梅雨、台風等の出水期の施工は、工
法、工程について十分に配慮しなければならない。 

（３）災害発生時においては、第三者及び作業員の安全確保をすべてに優先さ
せるものとする。 

 
請負人は、工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに主任補助監督員に

通報するとともに、工事中事故報告書（様式第 1 号）を速やかに監督員に提出
し、監督員及び主任補助監督員から指示がある場合はその指示に従わなければ
ならない。 
 
第５章   工事の下請負 
 
 請負人は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件を全て満たさな
ければならない。 
（１）請負人が施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 
（２）下請負人は、当該下請負工事の施工能力を有すること。 
 
（１）施工体制台帳の提出 

請負人は、工事を施工するために締結した下請負契約の請負代金額（当該
下請負が二以上あるときは、それらの請負代金の総額）が 3,000 万円（建築工
事一式の場合は 4,500 万円）以上になるときは、別に定める国土交通省令に
従って記載した施工体制台帳を作成し、工事現場に備えるとともに監督員に



 
 
 
 
 
 
 
 
1.6.1 
実 施 工 程 表         
 
 
 
 
 
 
 
1.7.1 
使 用 材 料         
 
1.7.2 
材 料 の 承 諾 等         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.7.3 
色 等 の 指 示 
 
1.7.4 
材 料 の 搬 入 及 び         
検 査         
 
 

提出しなければならない。なお、施工体制台帳を修正した場合も同様とする。 
（２）施工体系図の提出 

請負人は、前記（１）に示す施工体制台帳を作成した場合は、国土交通省令
の定めに従って、各下請負人の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成
し、工事関係者が見やすい場所に掲げるとともに監督員に提出しなければな
らない。なお、施工体系図を修正した場合も同様とする。 

 
第６章   工 事 工 程 
 
（１）着工に先立ち、全体工程表を作成し、監督員に提出する。また、出来高を

記入するものとする。 
（２）全体工程表に変更の必要を生じ、その内容が重要な場合は変更全体工程

表を速やかに作成し、監督員に提出する。 
（３）請負人は、月間工程表（様式第 2 号）及び週間工程表（様式第 3 号）を

作成し、主任補助監督員に提出する。 
 
第７章   材   料 
 
 工事に使用する材料は、仮設物を除き新品でなければならない。ただし、特記
仕様書に再使用などがある場合は、この限りではない。 
 
（１）請負人は、工事に使用する材料については、あらかじめ品名、製造元、品

質、規格等を明記する他、品質を判定出来る資料を添付した工事材料承諾
願（様式第 4 号）を主任補助監督員に提出し、その承諾を得なければなら
ない。 

（２）設計図書に「ＪＩＳの規格品」と指定された材料は、ＪＩＳマークの表示
のあるもの、又はＪＩＳの規格証明書添付されるものとする。 

（３）設計図書に「ＪＡＳ（日本農林規格）の規格品」と指定された材料は、Ｊ
ＡＳマークの表示のあるもの、又はＪＡＳの規格証明書の添付されたもの
とする。 

（４）調合を要する材料は、調合表を主任補助監督員に提出して、承諾を受けな
ければならない。 

 
指定色及び字体等は、設計図書又は主任補助監督員の指示によるものとする。 

 
 
 請負人は、材料の搬入ごとにその材料が設計図書に定められた条件に適合す
ることを確認し、工事材料検査願（様式第 5 号）を主任補助監督員に提出し、
検査を受けなければならない。但し、設計書で定められた条件に適合すること
を証明する資料を提出すれば、検査を省略することができるものとする。 



 
1.7.5 
材 料 検 査 に 伴 う         
試 験         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.8.1 
施 工 計 画 書 の         
提 出         
 
 
 
 
 
 
 
1.8.2 
工 種 別 施 工 計 画         
の 提 出         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.8.3 
施   工   図 
 
 

 
 
（１）試験は下記の場合に行うものとする。 

①設計図書に定められた場合 
②試験によらなければ設計図書に定められた条件に適合することが証明で

きない場合 
（２）試験は主任補助監督員の承諾を受けて供試体を作成し、主任補助監督員

の承諾する試験所で行わなければならない。但し、主任補助監督員の承諾
を受けた場合は、工場現場など、試験所以外の場所で試験を行うことがで
きるものとする。 

（３）試験が完了したときは、試験結果報告書（様式第 6 号）を速やかに主任
補助監督員に提出しなければならない。 

 
第８章   施   工 
 
 請負人は、工事着手前に次の各号に掲げる事項を記載した施工計画書（様式
第 7 号）を監督員に提出しなければならない。 
 なお、監督員は、提出された施工計画書を検討の上必要と認めた場合には、請
負人に対し修正を求めることができるものとする。 
（１）工事概要            （６）緊急時の体制 
（２）計画工程表           （７）環境対策 
（３）現場組織表           （８）建設副産物 
（４）主要施工機械及び設備      （９）仕様書に定められた事項 
（５）安全管理体制          （10）その他必要事項 
 
 請負人は、次の各号に掲げる各工種施工計画書（様式第 8 号）を主任補助監
督員が必要と認めた場合に作成し、提出するものとする。また、次の各号に掲げ
るもの以外についても主任補助監督員が特に指示したものについては同様とす
る。 
（１）防水工事            （８）塗装工事 
（２）タイル工事           （９）内装工事 
（３）木工事             （10）雑工事 
（４）金属工事            （11）電気工事 
（５）左官工事            （12）機械工事 
（６）建具工具 
（７）ガラス工事 
 
 請負人は、設計図書及び工種別施工計画書に基づき施工図を作成し、主任補
助監督員の承諾（様式第 9 号）を受けたうえ施工しなければならない。ただし、
主任補助監督員の承諾を受けてその作成を省略することができる 



1.8.4 
施 工 の 立 会 い         
 
 
 
1.8.5 
施 工 の 検 査         
 
 
 
 
 
1.8.6 
工 事 施 工 立 会 い         
 
 
1.8.7 
施 工 検 査 に 伴 う         
試 験         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.9.1 
工 事 記 録 写 真         
 
 
 
 
 
 
1.9.2 
し ゅ ん 功 写 真         
 

 
（１）主任補助監督員等の立会いは、下記の場合に行うものとする。 

①設計図書に定められた場合 
②施工後に検査が困難な箇所を施工する場合 
③監督員等が特に指示する場合 

 
（１）主任補助監督員等の検査は、下記の場合に行うものとする。 

①設計図書に定められた場合 
②監督員等の指定した工程に達した場合 

（２）合格した工程と同じ工法により施工した部分についての以後の検査は、
抽出検査とする。但し、監督員等が特に指示したものは、この限りではな
い。 

 
請負人は、契約書類に従って工事の施工について主任補助監督員等の立会い

又は検査を受けなければならない場合、あらかじめ工事施工立会（検査）願（様
式第 10 号）を主任補助監督員に提出しなければならない。 
 
（１）試験は、下記の場合行うものとする。 

①設計図書に定められた場合 
②試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合することが説明

できない場合 
（２）試験は、主任補助監督員の承諾を受けて供試体を作成し、主任補助監督員

の承諾する試験所で行わなければならない。但し、主任補助監督員の承諾
を受けた場合は、工事現場など試験所以外の場所で試験を行うことができ
るものとする。 

（３）試験が完了したときは、試験結果報告書（様式第 6 号）を速やかに主任
補助監督員に提出しなければならない。 

 
第９章   記   録 
 
 請負人は、工事の段階ごとに、その着手から完成までの施工状況が識別でき
る写真を撮影し、主任補助監督員に一部提出しなければならない。これらの写
真は、主任補助監督員が指示したもののほか主として当該工事が完成した後に
おいて検査することが困難な部分を撮影するものとする。 
 なお、撮影項目、撮影時期、撮影頻度、及び写真の整理方法の詳細について
は、エリアトラクト制定「しゅん功図及び写真作成要領」及び主任補助監督員の
指示によるものとする。 
 
 請負人は、工事のしゅん功に際し、目的物をカラーで撮影し写真帳としてま
とめ、監督員に提出しなければならない。なお、撮影要項及び写真の整理方法の



 
 
1.9.3 
し ゅ ん 功 図 書         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.10.1 
諸 経 費         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細については、「しゅん功図及び写真作成要領」及び主任補助監督員の指示に
よるものとする。 
 
 請負人は、工事がしゅん功したときは、次のしゅん功図書を作成し、監督員に
提出するものとする。 
（１）しゅん功図 

しゅん功図は「しゅん功図及び写真作成要領」及び主任補助監督員の指示
によるものとする。 

（２）取扱い説明書集 提出部数２部 
取扱い説明書集は、次の書類をとりまとめたものとする。 
①各機器の取扱い説明書 
②各機器の点検、整備方法書 
③各機器の詳細図 
④結線図、展開接続図等 
⑤使用機器一覧表 
⑥試験成績表 
⑦予備品、保守用品一覧表 
⑧その他監督員及び主任補助監督員の指示したもの 
⑨主要資材発注先通知書、主要機材通知書 

（３）施工図集 提出部数２部 
施工図集は、主任補助監督員の承諾を得た施工図をまとめて作成するもの
とする。 

（４）その他必要書類 
   ①工事概要書（様式第 15 号） 
   ②仕上色彩一覧表（様式第 16 号） 
   ③鍵引渡し調書（様式第 17 号） 
   ④予備品引渡し調書（様式第 18 号） 
 
第 10 章   共通仮設費に含まれる項目 
 

諸経費とは,工事目的物を施工するために直接必要な費用以外で，消費税及び
地方消費税相当額を除いたものをいい，品質管理，工程管理，安全管理等の工事
管理に関する費用，各種報告書の作成，工事記録調書の作成，検査等のために必
要な労務及び資材の提供，設計図面で請負人の負担で行うとされた技術業務そ
の他技術管理に必要な費用，現場事務所，試験室，宿舎，車庫，雑品倉庫に関す
る費用その他営繕に関する経費，現場事務所，宿舎等の光熱水費，現場事務所の
労務管理，現場事務所職員の人件費，事務経費，福利厚生，租税公課その他現場
で必要とする費用，工事の施工にあたる企業の経営管理活動に必要な本社及び
支店等における経費，契約の保証に必要な費用，工事の施工にあたる企業の経
営を継続して運営するために必要な付加利益等をいう。 



 
 
1.11.1 
関 係 官 公 署 及         
び 関 係 会 社 へ の         
手 続 き         
 
 
 
 
 
 
1.12.1 
地 元 関 係 者 と の         
協 議         
 
1.12.2 
地 元 関 係 者 と の         
紛 争 の 防 止         
1.12.3 
地 元 関 係 者 と の         
紛 争 の 解 決         
1.12.4 
協 議 文 章 等 の         
整 備         
 
 
 
1.13.1 
作 業 日         
 
 
 
 
 
1.14.1 
請負人相互の協力         
 
 
 

 
第 11 章   関係官公署及び関係会社への手続き 
 
 請負人は、道路、河川、水路、電力施設、通信施設、ガス施設等に関連する箇
所の施工及び使用に当たっては、法令及び条例の定め、並びに監督員等の指示
に従って関係官公署及び関係会社と協議し、必要な手続きを行うものとする。
なお、これらに要する費用は請負人において負担するものとする。 
 請負人は、これらの打合わせ、協議等の内容は、後日紛争とならないよう文書
で確認する等明確にしておくとともに、状況を随時主任補助監督員に報告し、
指示があればそれに従うものとする。 
 
第 12 章   地元関係者との協議等 
 
 請負人は、地方公共団体、地域住民等と工事の施工上必要な協議を自らの責
任において行うものとする。請負人は、これらの協議に当たっては誠意をもっ
て折衝しなければならない。 
 
 請負人は、工事の施工に当たり、地域住民との間に紛争が生じないように努
めなければならない。 
 
 請負人は、地元関係者等から工事の施工に関して苦情があった場合は、誠意
をもってその解決に当たらなければならない。 
 
 請負人は、前項までの協議等の内容は、後日紛争とならないよう文書で確認
する等明確にしておくとともに、状況を随時主任補助監督員に報告し、指示が
あればそれに従うものとする。 
 
第 13 章   作 業 日 
 
 請負人は、特記仕様書に別段の定めがない限り夜間、土曜日、日曜日、祝日
（振替休日を含む）及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの期間に作業を行っ
てはならない。やむを得ず作業を行う必要がある場合は、主任補助監督員の承
諾（様式第 11 号）を得なければならない。 
 
第 14 章   請負人相互の協力 
 
 請負人は、関連工事（受変電設備、グリーストラップ設置、テナント、仮設建
築物の工事）又は、隣接工事の請負人と十分に調整のうえ相互に協力し施工し
なければならない。 
 



 
1.15.1 
工 事 支 障 物         
 
 
 
1.16.1 
隣 接 補 償         
 
 
 
1.17.1 
工 事 の 
変 更 指 示 
 
 
 
 
 
1.18.1 
発 生 材 の 処 理         
 
 
 
1.18.2 
産 業 廃 棄 物         
 
 
 
 
1.18.3 
再 生 資 源 及 び         
建 設 副 産 物         
 
 
 
 
 
 
 

第 15 章   工事支障物 
 
 工事の施工に伴う支障物で図面に明記のないものは、主任補助監督員と協議
し、立会のうえ、移設又は、防護等を行わなければならない。 
 
第 16 章   隣 接 補 償 
 
 工事の施工に伴い、万一隣接工事部分、既設建物又は、第三者等に損害を与え
た場合は、請負人の責任において復旧及び補償すること。 
 
第 17 章   工事の変更指示 
 

監督員が、（契約書第 14 条の規定に基づく）設計図書の変更または訂正（以
下「工事の変更」という。）の指示を行う場合は、工事変更指示書（様式第 12 号）
によるものとする。 
なお、現地取り合わせによる軽微な変更指示については、主任補助監督員が工
事打合簿（様式第 13 号）により行うことができるものとする。 
 
第 18 章   建設副産物 
 
 発生材のうち、特記仕様書により引渡しを要するものは、整理のうえ調書（様
式第 14 号）を添えて主任補助監督員に引渡しをする。引渡しを要しないものは
すべて構外に搬出し、適切に処理しなければならない。なお、引渡しを要しない
場合の発生材処理費用は請負人の負担とする。 
 

請負人は，産業廃棄物が搬出される工事の施工にあたっては，産業廃棄物管
理表（マニフェスト）により，適正に処理されていることを確認するとともに監
督員等が求めた場合は提示しなければならない。 
なお，産業廃棄物の処分については，種類，発生量，分別・保管・運搬・処分の
方法，処理業者への委託内容等について施工計画書に記載しなければならない。 
 
   請負人は，特記仕様書に示す再生資材の使用及び建設副産物の活用等を行う
他，関連法令を遵守して建設副産物の適正な処理及び再生資源の活用を図らな
ければならない。 
（1）請負人は，資源の有効な利用の促進に関する法律(平成３年４月２６日法

律第４８号)に基づき，再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書等
を作成し，施工計画書に含め監督員に提出しなければならない。また，建設
副産物責任者について，請負人に所属するものの中から選定し，施工計画
書に記載しなければならない。 

（2）請負人は，再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書等を作成した



 
 
 
 
1.19.1 
関 係 法 令 及 び         
条 例 の 遵 守         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.20.1 
保 険 の 付 保         
 
1.20.2 
法 定 保 険 の 加 入         
 
1.20.3 
業 務 上 の 事 故         
補 償         
 
 
1.21.1 
提 出 書 類         
 
 
 

場合には，工事完了後速やかに実施状況を記録し監督員に提出するととも
に，工事完成後１年間保存しなければならない。 

 
第 19 章   関係法令及び条例の遵守 
 
（1）請負人は、当該工事の施工に当たっては、すべての関係諸法令及び条例等

を遵守しなければならない。 
（2）除染特別地域及び汚染状況重点調査地域における業務等ついては、下記の

規定に準じて業務等を実施する。 
一 東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された土壌等を除染

するための業務等に係る電離放射線障害防止規則（平成 23 年厚生労働
省令第 152 号） 

二 除染等業務に従事する労働者の放射線障害防止のためのガイドライン
（平成 25 年 12 月 26 日基発 1226 第 21 号） 

三 特定線量下業務に従事する労働者の放射線障害防止のためのガイドラ
イン（平成 25 年 12 月 26 日基発 1226 第 21 号） 

四 事業者が重要な生活基盤の点検・整備のために警戒区域内への立入り
を行う場合に事業者が満たすことが必要な事項（平成 23 年 8 月 16 日 
原子力被災者生活支援チーム通達） 

（3）請負人は、当該工事の設計図書が関係諸法令及び条例と齟齬があることが
判明した場合は、直ちに監督員等に報告し、その確認を求めなければなら
ない。 

 
第 20 章   各種保険 
 
 請負人は、火災保険、建設工事保険その他の保険に付さなければならない。 
 
 請負人は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法、中小企業退職金
共済法の規程により、使用人等の雇用形態に応じ、使用人等を被保険者とする
これらの保険に加入し又は、加入させなければならない。 
 
 請負者は、使用人等の業務に関して生じた負傷、疾病、死亡及びその事故に対
して責任をもって適正な補償をしなければならない。 
 
第 21 章   提出書類の様式 
 
提出書類の様式は別添のとおりとする。 
 

第２編 建築工事 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（建築工事編）2

章〜23 章による。 
 

第３編 電気設備工事 
 

国土交通大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）
第 1 編 2 章〜第 7 編による。 
 

第４編 機械設備工事 
 

国土交通大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）
第 2 編〜第 10 編による。 
 
 



 



様式第 1号 

令和  年  月  日 

監督員           殿 

請負人 

現場代理人       印  

 

工 事 中 事 故 報 告 書             

 

（工事名）                               

標記工事について，下記のとおり事故が発生しましたので報告します。 

１．発生年月日 

２．発 生 場 所      

３．死 傷 者 等      
 
分  類 

(一般公衆,

下請業者等) 

氏名 性別 年令 住所 所 属 

業者名 

職種 経歴 死亡 重傷 軽症 物件 

その他の

損害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

４．事故に対する措置 

５．事故の状況及び原因 

６． 添付書類（位置図，状況図，写真等） 

様式－1 



補助監督員

様式第2号 施設管理員

（工事名）

（工期） 自） 令和 年 月 日

至） 令和 年 月 日 （ 日間） 平成 年 月 日

年月日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 備　　考

項　目

印

様
式
－
2

主任
補助監督員

補助監督員
月 間 工 程 表

現場代理人

請 負 人

平　成　　　　年　　　　月



補助監督員

様式第3号 施設管理員

（工事名）

（工　期） 令和　　　年　　　月　　　日

令和　　　年　　　月　　　日 （　　　日間） 令和　　年　　月　　日

年月日

項　目

印

様
式
－
3

備　　　考

令　和　　　年　　　月　　　日

主任
補助監督員

補助監督員

現場代理人

請 負 人

週 間 工 程 表



様式第 4 号 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 

 

工 事 材 料 承 諾 願 

 

 

 

      （工 事 名）                             

 

品   名 品 質 規 格 製  造  元 使 用 箇 所 備    考 

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 

 上記材料を使用したいので、承諾願います。 

 

 

 

  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト  

  主任補助監督員         殿 

                             

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

 
  

様式－4 



様式第 5 号 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 
 

工 事 材 料 検 査 願 
 
 
 
   （工 事 名）                                  
 
 

品  名 形 状 寸 法 生産地又は 
製造メーカー名 使 用 箇 所 備  考 

     

     

     

     

     

     

     

     

 
上記材料を現場に搬入したので、検査願います。 
 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員          殿 

 

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

 
 
  

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

様式－5 



様式第 6 号 
 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 
 

試 験 結 果 報 告 書 
 
 
 
   （工 事 名）                                  
 
 
 
    標記工事について、下記試験結果を取りまとめましたので、提出します。 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員          殿 

 

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

 
  

様式－6 



様式第 7 号 
 

監督員 
主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

    

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 
 

施 工 計 画 書 
 
 
 
 
   （工 事 名）                                   
 
 
 
    標記工事について、別添 施工計画書を作成しましたので、提出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  監督員              殿 

 

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

  

様式－7 



様式第 8 号 
 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 
 

工 種 別 施 工 計 画 書               
 
 
 
   （工 事 名）                                  
 
 
 
    標記工事について、下記工種別施工計画書を作成しましたので、提出します。 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員         殿 

 

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

  

様式－8 



様式第 9 号 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 

施工（製作）  図 承諾願 
 
 
   （工 事 名）                                  
 
 
 
    標記工事について、下記 施工（製作）図を作成しましたので、承諾願います。 
 
 
 

記 
 

番   号 施 工 （ 製 作 ） 図 面 備   考 
   

   

   

   

   

 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員           殿 

                             

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

  

様式－9 



様式第 10 号 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
 

工 事 施 工 立 会（ 検 査 ）願 
 
 
 
   （工 事 名）                                 
 
 
    標記工事について、下記工事の施工状況を立会（検査）願います。 
 
 
 

記 
 
 

工  種 施 工 場 所 予 定 日 時 実 施 日 時 備  考 

     

     

     

     

     

 
 
 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員         殿 

 

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

  

様式－10 



様式第 11 号 
 

 

 

                                 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

土曜・休日及び夜間作業承諾願 

 

 

     （工 事 名）                              

 

 

標記工事について、下記のとおり作業致したく、承諾願います。 

 

 

記 

 

     １． 作業日時      令和  年  月  日   時から 

                  令和  年  月  日   時まで 

 

     ２． 作業内容 

 

   作 業 場 所        作 業 内 容                

  

  

  

  

 

 

     ３． 理 由     

 

 

     ４． 作業責任者連絡先 

 

 

       株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

       主任補助監督員          殿 

 

 

                              請 負 人      

                              現場代理人         印 

  

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

様式－11 



様式第 12 号 
 

工 事 変 更 指 示 書 

 

 

 

 

工事名 

 

 

 

 

請負人 

 

 

                    

殿 

 

指示年月日 

 

指示者名 

 

     監督員           印 

主任補助監督員 
補助監督員 

施設管理員 
補助監督員 

   

 

標記工事について、下記のとおりの変更を指示する。 

（変更内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上による工期の 

変更の有無及び期間 

 

上記変更工事を株式会社ネクスコ東日本エリアトラクトの指示どおり施工することに同意します。 

 

（年月日） 

 

（請負人名）                                印 

 

 

様式－12 



様式第 13 号 
工 事 打 合 簿 

 
       （工事名）                            
 
令和  年  月  日 

                                     №    
 

主任補助監督員 補助監督員 補助監督員 
施設管理員 現 場 代 理 人        

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

様式－13 



様式第 14 号 
 

主任 

補助監督員 
補助監督員 

補助監督員 

施設管理員 

   

 

 

                                 令和  年  月  日 

 
発 生 材 調 書 

 
１．工  事  名                                 
 
１．工 事 等 場 所                               
 
３．発生（受領）年月日       令和  年  月  日  
 

品   名 材   質 概 算 数 量 
（数・本・㎏・ｍ） 備   考 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
以上のとおり報告します。 
 
  株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 

  主任補助監督員          殿 

                             

 

                             請 負 人      

                             現場代理人          印 

 
（注）写真を添付のこと。 
 

様式－14 



様式第 15号 

工 事 概 要 書 
 
工 事 名      

 

工 事 場 所      

 

 

地 域 区 域      

 

 

工 事 期 間      

 

供用開始日 

 

工 事 概 要      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 計 業 者      

 

施 工 業 者      

 

 

上り線 

下り線 

 

上り線 

下り線 

 

令和  年  月  日～ 令和  年  月  日 

 

令和  年  月  日 

 

工 事 費 
 

施 設 規 模      

 

 施 設 名 席 数 等 延 面 積 備  考 
 
上 
り

線 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
下 
り

線 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
  施 設 名 構  造 延 床 面 積 備   考 

 

上 

り 

線 

 

     
電気 契約容量  KVA   受変電設備ﾒｰｶｰ 
給水 受水槽    ㌧   高架水槽      ㌧ 
排水 浄化槽   次処理  人槽        ㌧/日 
         BOD   ppm   SS   ppm 

 

下 

り 

線 

 

    

 
 

駐 車 台 数  
車 種 台 数  男  子 女  子 

 
上 
り 
線 
 

   
大（様式） 
大（和式） 
小 

  
 
 
－ 

 

                設計金額 

 

元請） 

 

下請）電気 

   給排水 

   給油 

 
下 
り 
線 

   
大（様式） 
大（和式） 
小 

  
 
 
－ 

 

 

様式－15 



様式第 16号－1 

 
令和  年  月  日 

 
 

仕上色彩一覧表（外部） 
 工 事 名                                             打合せ   年   月   日 

 
名      称 仕      上 色      彩 記      事 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
 

様式－16－1 



様式第 16号－2 

令和  年  月  日 
 

仕上色彩一覧表（内部） 
 工 事 名                                             打合せ   年   月   日 
 

室   名  床 巾   木 壁 天   井 記   事 
 

仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 
仕   上      

色   彩      

 

様式－16－2 



様式第 17 号－1 
 

令和  年  月  日 
 
 
株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 
○○○支店 
主任補助監督員         殿 
 
                           請 負 人  
                           現場代理人            印 
 
 

鍵 引 渡 し 調 書 
 
 
   工 事 名                                    
 
   標記工事について、しゅん功引渡しに伴い別紙のとおり鍵引渡します。 
 
 
 
 
 
 
 
別紙のとおり受領しました。 
令和  年  月  日 
 
 
請 負 人  
現場代理人            印 
 
 
 

株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 
支 店 

              印 
 
 

様式－17－1 



様式第 17 号－2 
 

鍵 引 渡 し 一 覧 表 
 

番 号 室  名 建具記号 鍵番号 数 量 備  考 
      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

（備  考） 

様式－17－2 



様式第 18 号－1 
 

令和  年  月  日 
 
株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 
○○○支店 
主任補助監督員         殿 
 
                           請 負 人  
                           現場代理人            印 
 
 

予 備 品 引 渡 し 調 書 
 
 
   工 事 名                                    
 
     標記工事について、しゅん功引渡しに伴い別紙のとおり予備品、付属品及び物品を 
    引渡します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
別紙のとおり受領しました。 
令和  年  月  日 
 
 
請 負 人  
現場代理人            印 
 
 

株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト 
○○○支店 

              印 
 

 

様式－18－1 



様式第 18 号－2 
 

予 備 品 等 引 渡 し 一 覧 
 

番 号 品    名 数 量 備    考 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

様式－18－2 


